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―
各
団
体（
商
工
・
漁
協
・
役
場
・
農
協
）合
同
イ
ベ
ン
ト
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
―

女性部

大
樹
町
青
年
部
真
冬
の
感
謝
祭
２
０
２
０

地
区
ス
マ
イ
ル
交
流
会

青年部

特賞の授与

参加者とスマイル会員

会場のようす

会場は大盛り上がり♪

ポップコーンの販売

大人気のビンゴゲーム

　

２
月
16
日
、
大
樹
町
青
年
部（
商

工
会
・
漁
組
・
役
場
・
Ｊ
Ａ
）
に

よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト
「
青
年
部
真

冬
の
感
謝
祭
２
０
２
０
」
を
開
催

し
た
。

　

今
年
度
も
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
し
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
体
験
な
ど
の
会
場
イ
ベ
ン
ト
や

各
団
体
青
年
部
に
よ
る
飲
食
ブ
ー

ス
を
準
備
。
た
く
さ
ん
の
子
供
達

の
来
場
で
賑
わ
っ
た
。

　

農
協
青
年
部
は
、
部
員
６
名
が

参
加
し
、「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
と
「
コ

ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
を
販
売
し
た
。

「
し
お
」、「
チ
ー
ズ
」、「
醤
油
バ

タ
ー
」
の
３
種
類
を
準
備
し
た
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
は
、
小
学
生
と
と
も

に
作
付
・
収
穫
し
た
も
の
を
使
用
。

そ
の
場
で
調
理
し
て
提
供
し
た
。

　

会
場
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
体
験
の
他
、
雪
上
宝
探

し
、
高
所
作
業
車
へ
の
乗
車
体
験
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
行
っ

た
。
農
協
青
年
部
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
担
当
し
、
約
30
個
の
景
品
を

用
意
。
特
賞
の
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
４
を
目
的
に
た
く
さ
ん
の
子

供
達
が
集
ま
り
、
終
始
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
。

　

今
年
度
も
町
民
の
皆
様
へ
の
日

頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、謝
恩

と
奉
仕
を
目
的
に
行
わ
れ
た
当
イ

ベ
ン
ト
は
、
各
団
体
青
年
部
が
一

丸
と
な
り
、
大
成
功
に
終
わ
っ
た
。

　

２
月
４
日
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
ス
マ
イ
ル
会
」（
髙

場
君
子
会
長
）
の
、

会
員
10
名
が
大
樹
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、「
石
坂
・
開

進
地
区
ス
マ
イ
ル
交

流
会
」
を
行
な
っ
た
。

　

地
区
の
65
歳
以
上

を
対
象
に
、
12
名
の

参
加
者
達
は
豚
汁
な

ど
の
昼
食
や
、
町
の

保
健
師
を
呼
ん
で
の

健
康
講
座
、
歌
や

踊
り
な
ど
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
お
も

て
な
し
を
受
け
た
。

　

久
し
い
友
人
達
と
の
再
会
も
あ

っ
た
よ
う
で
、
交
流
会
を
通
し
て
、

参
加
者
達
の
会
話
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
会
と
な
っ
た
。

女性
部スマイル会
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真
冬
の
熱
戦
！
65
名
が
参
加

―
第
37
回
冬
期
運
動
会
―

女性部

生活健康講座の様子

背中を伸ばしてリラックス

令和最初の玉入れ

トンネルを抜けると…

デカパンパン競争 楽農かるた

　

２
月
7
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お

い
て
、
部
員
及
び
す
ず
ら
ん
会
会

員
と
各
関
係
機
関
65
名
が
参
加
す

る
中
、
第
37
回
冬
期
運
動
会
を
開

催
し
た
。

　

す
ず
ら
ん
会
を
代
表
し
て
高
橋

真
衣
さ
ん
と
穀
内
美
希
さ
ん
が
選

手
宣
誓
を
行
い
、
ラ
ジ
オ
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
競
技
を
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

今
年
の
競
技
は
、「
令
和
最
初

の
玉
入
れ
」「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
…
」「
幼
児
競
争
」「
デ
カ
パ

ン
パ
ン
競
争
」「
楽
農
か
る
た
」

の
５
種
目
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
競

技
内
容
ま
で
、
参
加
者
も
見
学
者

も
楽
し
め
る
よ
う
、
役
員
で
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
決
定
。

「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
…
」
は
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
を
投
げ

て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
倒
す
競
技
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
大
き
さ
に
よ
っ

て
点
数
が
違
い
、
中
間
に
立
っ
て

い
る
来
賓
の
足
の
間
を
ス
ト
ー
ン

が
抜
け
る
と
更
に
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ

ン
ト
が
入
る
。
力
加
減
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
が
、
ボ
ー
ナ
ス

ポ
イ
ン
ト
が
入
っ
た
こ
と
を
知
ら

せ
る
鐘
の
音
が
何
度
も
響
き
渡
っ

て
い
た
。

　

ま
た
、「
デ
カ
パ
ン
パ
ン
競
争
」

は
、
２
人
ペ
ア
で
デ
カ
パ
ン
を
履

き
、
１
人
は
パ
ン
を
口
で
取
り
、

も
う
１
人
は
風
船
を
膨
ら
ま
せ
割

っ
た
後
に
次
の
人
へ
デ
カ
パ
ン
を

繋
ぐ
リ
レ
ー
方
式
。
風
船
が
な
か

な
か
割
れ
ず
、
苦
戦
す
る
チ
ー
ム

も
多
く
、
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。

　

参
加
者
は
、
す
ず
ら
ん
会
か
ら

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
ま
で
部
員
同
士

協
力
し
競
い
合
い
、
好
プ
レ
ー
珍

プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
終

始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
真
冬
の
運

動
会
を
楽
し
ん
だ
。
ど
の
競
技
に

お
い
て
も
接
戦
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、
ボ
ー
ナ
ス
点
の
加
点
が
大
き

く
幸
い
し
た
萠
和
・
芽
武
地
区
の

「
ハ
マ
ナ
ス
チ
ー
ム
」
が
優
勝
を

果
た
し
た
。

ホ
シ
ナ
サ
オ
リ
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
カ
ン
タ
ン
！
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

　

講
座
で
は
、
運
動
会
の
疲
れ
を

癒
や
す
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
内
容
を

享
受
さ
れ
た
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
は
一
気
に
行
な
う

と
辛
い
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

気
に
な
る
体
の
部
位
を
毎
日
１
セ

ッ
ト
や
毎
日
１
分
行
な
う
よ
う
に

す
る
意
識
を
持
つ
と
継
続
で
き
る

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
年
齢
を
重
ね
る
う
え
で

の
健
康
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ

で
行
な
う
体
力
作
り
の
重
要
性
を

説
き
、
参
加
者
は
今
後
に
役
立
て

よ
う
と
真
剣
な
様
子
で
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

冬
期
運
動
会
終
了
後
の
生
活
健

康
講
座
で
は
、
ハ
ピ
ネ
ス
代
表
の

―
生
活
健
康
講
座
―
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道
内
各
地
か
ら
大
学
生
参
加

挨拶する
森下周平さん

職員から説明を受ける学生

資材店舗を見学する様子

海外視察研修報告会

意見交換の様子

記念品の贈呈

表彰を受ける塾生

「
卒
業
式
」と「
海
外
視
察
研
修
報
告
会
と

次
期
へ
向
け
て
の
意
見
交
換
」

農
業
塾
２
０
１
９

第7回

　

２
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お
い

て
、
11
名
の
受
講
生
が
出
席
の
下
、

第
７
回
農
業
塾
を
行
っ
た
。

　

午
前
の
部
で
行
っ
た
「
卒
業
式
」

で
は
受
講
表
彰
と
受
講
終
了
証
書
の

贈
呈
を
行
い
、
皆
勤
賞
に
山
下
陽
子

さ
ん
、
森
田
真
人
さ
ん
を
表
彰
。
精

勤
賞
に
山
下
雄
也
さ
ん
、
太
田
尚
宏

さ
ん
、
半
谷
勇
人
さ
ん
を
表
彰
し
た
。

受
講
終
了
証
書
の
贈
呈
で
は
、
塾
生

全
員
に
証
書
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　

坂
井
塾
長
か
ら
は
「
３
年
間
の
農

業
塾
で
は
、
技
術
の
習
得
、
仲
間
づ

く
り
、
農
協
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
農
協
に
意
見
い
た
だ
き
、
共
に

成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
そ

の
後
は
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
使
い
３

年
間
の
農
業
塾
を
振
り
返
っ
た
。

　

塾
生
代
表
挨
拶
で
は
森
下
周
平
さ

ん
が
「
農
業
塾
で
は
農
協
職
員
や
関

係
機
関
、
同
世
代
の
仲
間
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
た
。
周
り
の
仲
間
と

協
力
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
、
経

営
者
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、「
海
外
視
察
研

修
報
告
会
と
次
期
へ
向
け
て
の
意
見

交
換
」
を
行
っ
た
。

　

海
外
視
察
研
修
報
告
会
で
は
、
参

加
し
た
塾
生
が
２
人
１
組
と
な
り
、ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
８
日
間
の
研
修
視

察
を
担
当
視
察
先
ご
と
に
報
告
し
た
。

　

次
期
へ
向
け
て
の
意
見
交
換
で
は
、

「
誰
が
何
を
学
ぶ
為
の
農
業
塾
な
の

か
」、「
農
業
塾
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ

ト
」、「
次
期
農
業
塾
を
思
い
描
い
た
全

体
像
」の
３
テ
ー
マ
を
設
定
し
、意
見

交
換
を
行
っ
た
。
次
期
農
業
塾
に
つ

い
て
は
、
意
見
交
換
し
た
内
容
も
参

考
に
新
た
に
企
画
し
て
い
く
予
定
。

　

最
後
に
太
田
副
塾
長
が
「
次
期
農

業
塾
に
向
け
て
は
、
要
望
に
応
え
中

身
の
濃
い
も
の
に
し
た
い
。
３
年
間

お
疲
れ
様
で
し
た
」
と
挨
拶
し
終
了

し
た
。
海
外
視
察
研
修
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
近
く
農
協
だ
よ
り
で
も
報

告
予
定
。

冬
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
催

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
２
月
21
日
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
な
い
、
大
学

３
年
生
２
名
が
参
加
し
た
。

　

午
前
中
は
学
生
が
設
定
し
た
目

標
の
確
認
後
、
飼
料
設
計
や
広
報

誌
作
成
業
務
な
ど
、
各
々
興
味
の

あ
る
分
野
で
職
業
体
験
を
行
な
っ

た
。

　

飼
料
設
計
で
は
、
酪
農
振
興
課

の
職
員
と
同
行
し
牛
の
健
康
状
態

や
餌
の
食
い
込
み
具
合
、
乳
検
デ

ー
タ
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

仕
組
み
な
ど
を
現
地
で
学
ん
だ
。

　

広
報
誌
作
成
で
は
、
企
画
管
理

課
の
職
員
と
一
緒
に
作
成
に
必
要

な
写
真
撮
影
を
現
地
で
行
な
い
、

そ
れ
を
用
い
て
広
報
誌
を
作
成
し

て
い
く
手
順
を
学
び
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
多
く
の
人
に
農
業
を
伝

え
ら
れ
る
の
か
な
ど
広
報
誌
作
成

業
務
に
必
要
な
作
業
等
を
体
験
し

た
。

　

ま
た
、
昼
食
後
は
生
産
資
材
課

店
舗
や
農
産
販
売
課
の
加
工
工
場

倉
庫
等
の
Ｊ
Ａ
施
設
見
学
や
、
意

見
交
換
を
行
な
っ
た
。
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　２月25日、ＪＡ会議室において、ＪＡ大樹町・

雪印メグミルク㈱大樹工場・大樹町酪農部会の共

催により第38回酪農女性研修が開催され、酪農

女性42名、関係機関16名が参加した。

　当日は、士幌町の酪農家遠藤裕子氏を講師に招

き、「牛にも人にもやさしい育成牛」をテーマに

講演が行われた。女性ならではの目線で、施設の

設計や飼養管理、家族や従業員のやる気を引き出

す方法について話があった。

　研修会終了後には懇親会が行われ、抽選会やじ

ゃんけん大会等で親睦を深めた。

　早春の候、組合員、役職員の皆様におかれまし

ては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、私事ではございますが、令和２年２月

29日をもちまして、大樹町農業協同組合を退職

することとなりました。

　入組して６年11ヶ月、公私共にお世話になり

至らない私が大過なく過ごすことが出来ましたの

は、皆様の温かいご指導とご厚情によるものと深

く感謝致します。

　多くのことを学び、経験させて頂きました。今

後は業務を通じて培った経験を活かし、これから

の人生を歩んでいき

たいと思います。

　最後になりますが、

組合員及び役職員の

皆様のご健康と、大

樹町農業協同組合の

益々のご発展を祈念

申し上げ、退職のご

挨拶とさせて頂きま

す。

　本当にありがとう

ございました。

　１月28日、ＪＡ会議室において、酪農部会員・

関係機関合わせて17名が参加する中、研修会を

行った。

　研修会ではフォス・ジャパン株式会社の近藤弘

幸氏から「体細胞種別判定情報の活用による乳房

炎スクリーニング検査の紹介」をテーマに、生乳

の見える化や検査結果を用いた乳房炎対策につい

ての講演があった。

　また、ホクレン帯広支所職員からは「軽減税率

制度導入に伴う精算書の変更ポイントについて」

をテーマに、生乳代金精算書の共販経費控除につ

いてなど変更点について説明があった。

　２月10日、ＪＡ大樹町大会議室で令和２年採

用職員内定者研修会を行なった。

　当日は内定者５名が出席。

　挨拶終了後はＪＡ大樹町で働くために、規程や

概要を勉強。給与体系や服務にあたっての約束を

学んだ。

　昼食後はパソコンを使い、エクセルやワードを

使った文書作成を勉強。使い方のほか、事務作業

を行なう際の検証の重要性を学んだ。

　全ての研修が終わった後は制服用のサイズ合わ

せを行い、内定者達は４月からの奉職に胸を膨ら

ませていた。

酪農女性研修

内定者研修会

酪農部会研修会

退職に当たって
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いと何が問

いと血管に

が長期に及

脈硬化とい

に存在しま

まざまな臓

なのが、脳

筋梗塞、狭

にかかわる

頻度 
における高

といわれて

る方は 60 歳

です。図１

2015 年のデ

頻度が増加

クのすすめ

欧米化や運

しています

に役立てる

クのご相談

55-65-0133
し込まれる

報 ～JA

㎜ Hg 以上、

超えれば高血

り大きく、

臓器障害の原

題なのでし

負荷がかか

及ぶと血管が

います。血

す。そのた

臓器障害を引

脳（脳出血、

狭心症）、腎

部位です。

高血圧の患者

います。そ

歳代で 50％
のグラフは

データです

加しているこ

め 
運動不足によ

す。人間ドッ

ことができ

談、個人での

3（予約専用

方：職場の

A 北海道厚

あるいは

血圧です。

血管に常

原因となり

しょうか？

かります。

が硬くなり

血管はすべ

ため血圧が

引き起こし

脳梗塞）、

腎臓（腎不全

 

者数は推定

そのうち治

％以上、70
は当院健診

す。高齢にな

ことがわか

より、高血

クを受診す

きます。 

のご予約は

用） 受付

の健診担当

厚生連 帯

は拡張期血圧

血圧が高い

常にストレス

ます。 

 
 
ますが、

べての 
が高いと 
します。 

 
全）と 

定で 4,300
治療を 
0 歳代で 
診センター

なるほど

かります。

血圧、糖尿病

することで

は：帯広厚生

付時間 平

者にお申し

帯広厚生病

圧が 90 ㎜

いというこ

スのかかっ

病、心臓病、

でご自身の健

生病院 健康

日 8：30～
し込みくだ

JA 北海道

〒080-00
北海道帯

病院発～

Hg 以上を

とは、血管

た状態をい

、がん、脳

健康状態を

康推進課に

～17：00 
ださい 

道厚生連帯

024 
広市西１４

を高血圧とい

管の壁に内

いいます。

脳卒中などの

を確認し、病

にお電話くだ

帯広厚生病院

４条南１０

いいます。

内側から 
 

の生活習慣

病気の予防、

ださい  

院 

丁目 1番地

慣

、

地
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　冬至シーズンの道産かぼちゃ供給に向けてホク

レンが商品化した銘柄「りょうおもい」を使った

煮付けとあんこを組み合わせた総菜「冬至かぼちゃ」

をセイコーマートが新規開発し、昨年12月に道内

と茨城県に展開する全店で冬至前後の期間限定で

の試験販売をしました。「りょうおもい」は、ホ

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を

守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ

とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。年３回発行しており、様々な医療・健

康情報を発信しております。

クレンが品種選定、貯蔵技

術の研究を進め、生産者・

消費者双方の「思い」とし

て命名し、ホクホク感と甘

味のバランスのとれた、お

いしいかぼちゃです。

　ホームページ

にもバックナン

バーを掲載して

おりますので、

是非ご一読くだ

さい。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　１月22日、旭川市内で「ＪＡバンク北海道農業

経営セミナー」を開催しました。北海道農業の未

来に向けた農業経営者の「経営力向上」をテーマに

講演が行われ、全道各地の農業経営者などが参加

されました。講演では、農福連携・農福一体の取

り組みや、地域ぐるみのブランド戦略等の事例に

　ＪＡ共済では、『「こども共済」資料請求キャンペー

ン』を実施しております。ＪＡ共済ホームページから

「こども共済」の資料をご請求いただいた方に、『ＪＡ

共済オリジナル　アンパンマンはらまき』をプレゼ

ントしております。キャンペーンは令和２年３月27

日（金）までで、先着60,000名様限定となっておりま

ついて各講演者から

説明がありました。

講演後、交流会も催

し、農業経営者間の

情報交換及び連携強

化を図りました。

す。この機会にＪＡ共

済のホームページにア

クセスいただけますよ

うお待ちしております！

〇ＪＡ共済ＨＰアドレス

https://www.ja-kyosai.or.jp/

　ＪＡグループ北海道は北海道コンサドーレ札幌の選手やサポーターに、農業と食について考えてもら

うことを目的として、「コンサ・土・農園（コンサ・ド・ファーム）」を開園しています。収穫した「ト

ウモロコシ」や「馬鈴しょ」はコンサドーレのホームゲーム時にチャリティー販売を行い、その収益に

よりサッカーボールを購入し、道内の児童養護施設に寄贈しています。

　今年度の募金額は174,916円となり、道内24か所の児童養護施設に48個のサッカーボールを贈呈する

ことができました。この取り組みは平成21年より実施して

おり、サッカーボールの累計贈呈数は今年度で約500個となっ

ております。

　１月30日に道内の児童養護施設を代表して札幌市内の養

護園で贈呈式を行い、ＪＡグループ北海道より、ＪＡ北海

道中央会の飛田会長、北海道コンサドーレ札幌より河合Ｃ.Ｒ.Ｃ

とドーレくんがサッカーボールを贈呈しました。
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
今日から始める農場のチェックリスト No.9

乳牛個体間での病原体拡散防止のための管理点検

　牛同士のなめ合い、糞と接触することにより病原体は牛から牛へ感染していきます。牛を感染症

から守るには「病原体を牛の飼養環境で増やさないこと」と「牛を病原体に触れさせないこと」が

必要です。

　農場の現在の管理を点検して、対策ができているか○×で確認してみましょう。

○ほ乳器具の洗浄方法

　ほ乳器具はミルカーと同じ手順で洗浄しましょう。

　　①ぬるま湯ですすぎ

　　②アルカリ性洗剤でブラシ洗い（乳脂肪、タンパクを除去）

　　③ぬるま湯ですすぎ

　　④３日に１度は酸性洗剤でブラシ洗い（乳石などを除去）

　　⑤ぬるま湯ですすぎ

　　⑥乾燥させて保管する

　　⑦使う前には殺菌剤ですすぐ

※乳首は洗った後は30分程度殺菌液につけ置くことをおすすめします。

乳首は消耗品です。定期的に交換しましょう！

○チェックリスト

No. チェック項目 判定 解　説

１ 牛床は清掃され、乾燥している
×判定がつく場合、牛が触れうる
場所や環境に「病原体の巣」ができ
る可能性があります。
牛床だけでなく、畜舎の壁面、仕切
り柵、ません棒などに糞が付着して
いないことも大切です。

２ 敷料は定期的に交換し、十分にある

３
畜舎の消毒・石灰塗布を定期的に実施し
ている

４
牛体は汚れを常に確認しており、「よろい」
等の汚れがない

環境悪化、病原体感染を早期発見す
るには、牛をこまめに観察すること
が最も効果的です。

５
病原体感染牛の早期発見と隔離、淘汰を
実施している

６ 飼槽、飼槽通路に泥等の汚れがない
多くの伝染病は経口感染します。
エサやミルクへの病原体の混入を防
止するために、直接、口をつける飼
槽、水槽は常に衛生的に保つ必要が
あります。

７
水槽・ウォーターカップは衛生的に管理
している

８
ほ乳器具は乾燥、またはアルカリ洗剤液
につけ置きして保管している

９
分娩スペースが群飼いではない。または、
分娩後に子牛をすぐ成牛から離している

子牛やストレスにより抵抗力が弱っ
ている産褥牛が、他の牛に付着した
病原体に触れる危険があります。

10
子牛はカーフハッチで飼い、健康状態を
確認してから群飼いに移行している
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
13
回 

２
／
27

★
報
告
事
項

１　

平
成
31
年
度
Ｊ
Ａ
黒
毛
和
種
採

卵
事
業
並
び
に
受
精
卵
流
通
産

子
支
援
事
業
の
実
施
結
果
に
つ

い
て

２　

Ｊ
Ａ
黒
毛
和
種
採
卵
事
業
要
領

並
び
に
受
精
卵
産
子
流
通
支
援

事
業
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

３　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会
第

５
回
全
体
委
員
会
に
つ
い
て

４　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

５　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

６　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７　

特
別
審
議
委
員
会
の
答
申
に
つ

い
て

８　

債
権
償
却
に
つ
い
て

９　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸

付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

理
事
に
対
す
る
組
合
員
勘

定
取
引
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

令
和
２
年
度
内
部
監
査
計

画
に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
４
号　

令
和
２
年
度
経
営
定
期
点

検
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
６
号　

株
式
会
社
大
樹
貨
物
へ
の

増
資
に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
７
号　

農
業
後
継
者
海
外
農
業
研

修
費
の
助
成
と
後
継
者
育
成
積

立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
８
号　

学
識
経
験
役
員
及
び
員
外

監
事
の
推
薦
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
９
号　

年
度
末
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
10
号　

対
策
指
導
農
家
等
の
令
和

２
年
営
農
計
画
に
認
定
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認

第
11
号　

信
用
限
度
額
を
超
え
る
組

合
員
勘
定
取
引
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
12
号　

令
和
２
年
対
策
指
導
農
家

等
の
支
援
体
制
（
案
）
に
つ
い

て�

協
議
・
承
認
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8,125

8,934
9,005

9,181

8,909

8,722

9,067

9,294

8,477

9,042

9,319

9,480
9,546

8,948

9,438

9,702

9,242
9,167

9,532

9,309

9,699

9,171
9,288

令和元年度２月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000
生産乳量（2018年）

生産乳量（2019年）

824,040824,040

877,410877,410
857,520857,520

807,840807,840

648,478648,478

720,428720,428

758,160758,160

699,233699,233

662,548662,548

476,880476,880

631,092631,092

551,035551,035

692,570692,570

723,507723,507

798,820798,820

725,340725,340

785,400785,400

821,168821,168

963,540963,540

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

30年度

31年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/6 3/22 4/4 4/18 5/9 5/29 6/20 7/23 8/28 9/10 9/26 10/8 10/24 11/7 11/27 12/17 1/22 2/5 2/19

(919,440)(919,440) (796,365)(796,365) (849,312)(849,312) (938,802)(938,802) (855,252)(855,252) (823,320)(823,320) (837,270)(837,270) (899,338)(899,338) (942,175)(942,175)
(929,880)(929,880) (1,003,860)(1,003,860) (880,445)(880,445) (876,034)(876,034) (913,484)(913,484) (893,825)(893,825) (909,868)(909,868) (702,833)(702,833) (967,815)(967,815) (816,861)(816,861)

（円）
大　　樹

817,513817,513

850,077850,077

806,379806,379

778,944778,944

819,083819,083

717,469717,469

782,664782,664
769,230769,230

800,184800,184

825,367825,367

789,406789,406

749,052749,052

723,445723,445

640,261640,261

687,104687,104688,422688,422

723,617723,617
713,230713,230

676,296676,296

714,713714,713

650,455650,455

678,728678,728

747,171747,171
756,540756,540

肉用牛（黒毛和種）

2019年度去勢

2019年度雌

2018年度去勢

2018年度雌

550,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/111/1512/911/1310/159/188/207/96/105/154/93/12

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

950,000
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

４
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

３
月
号
の
応
募
者
は
12
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

３月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ジンチヨウゲ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
拓
進
）
鈴

　
木

　
初

　
花
さ
ん

（
尾
田
）
姉
　
崎
　
美
　
紀
さ
ん

（
尾
田
）
細
　
谷
　
絢
　
子
さ
ん

（
豊
里
）
藤
　
内
　
隆
　
弘
さ
ん

（
豊
里
）
佐
　
藤
　
　
　
勉
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
松
太
郎
さ
ん

（
東
和
）
髙
　
場
　
君
　
子
さ
ん

（
下
大
樹

）
三
　
木
　
優
　
花
さ
ん

（
萠
和
）
米
　
谷
　
裕
美
子
さ
ん

（
鏡
町
）
今
　
村
　
佳
　
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
ビ
ニ
ー
ル

の
中
で
作
物
を
育
て
た

④
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ポ
ー
ン

⑦
口
紅
を
片
仮
名
言
葉
で
い
う
と

⑨
メ
ロ
ン
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
も
こ
の
仲
間

⑩
ハ
ワ
イ
の
代
表
的
な
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
が
見
え
ま
す

⑬
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
の
こ

と
⑭
臭
い
た
め
嫌
わ
れ
や
す
い
昆
虫

⑰
国
語
、
数
学
、

、
社
会

⑱
ウ
ナ
ギ
の
内
臓
を
使
っ
て
作
る
汁
物

㉑
菜
の
花
の
咲
く
頃
に
降
る

梅
雨

㉒
土
俵
の
上
で
戦
い
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
冬
が
終
わ
る
と
や
っ
て
来
ま
す

②
羊
や
ア
ル
パ
カ
の
毛
の
こ
と

③
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
下
処
理
の
際
に
取

る
物

⑤
掃
き
掃
除
を
す
る
と
き
に
使
い
ま
す

⑥
欲
し
か
っ
た
商
品
が

に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
…
…
残
念

⑧
瞬
間

の
蛇
口
か
ら
熱
湯
を
く
ん
だ

⑪
契
約
書
や
伝
票
に
押
し
ま
す

⑫
ハ
ト
の
形
を
し
た
笛

⑬
輪

、
消
し

、

手
袋

⑮
物
の
重
さ
の
こ
と

⑯
選
挙
の
立
候
補
者
が
肩
か
ら
掛
け
ま
す

⑲
木
が
た
く
さ
ん
生
い
茂
っ
て
い
る
所

⑳
患
者
を
診
察
す
る
人
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

拓　進

鈴木 初花ちゃん (12 歳 )
水野 梨花ちゃん (８歳 )

下大樹

みき ひなかちゃん (４歳 )

鏡　町

けーこばぁばさん (？歳 )

尾　田

牛乳いっぱいのもうさん (？歳 )


